
普及活動情勢報告（令和 5 年 9 月分）
中央東農業振興センター農業改良普及課

新たなニラの担い手を確保～部会で産地提案書の見直しを協議～

産地提案書の見直しを
提案する普及指導員

８月30日、ＪＡ高知県香美地区ニラ部会役員会が野市支所で開催

され、部会員やＪＡ、農業改良普及課の職員計20名が参加しました。

農業改良普及課は、香南市の産地提案書について見直し案を作成

し、参加者で協議しました。

部会員からは「これから就農を考える人に、ニラ栽培の魅力がも

っと伝わる内容にして欲しい」「経営モデルで示す収量は、部会目

標の数値にしてはどうか」「は種から収穫、調製までの一連の作業

手順が分かる内容にしてはどうか」など、見直しに向けた活発な意

見が出されました。

農業改良普及課は、今後も関係機関と連携し、参加者からの意見

を踏まえ、産地提案書の本年度中の見直しを進めていきます。

日中の作業は暑い…。そうだ、座学しよう！～十市・南部シシトウ部会勉強会～

環境データの見方について
説明する普及指導員

８月23日、ＪＡ高知県十市支所で、十市・南部シシトウ部会勉強

会が行われ、生産者11名が参加しました。

農業改良普及課からは、非辛みシシトウの現地試験結果や環境測

定データの活用方法、害虫の防除対策について情報提供しました。

生産者からは「管理温度は品種によって違うのか」「非辛みシシ

トウの名前はもう決まったのか」「販促はどのようにしていくのか」

といった質問が出ました。また、農薬のＲＡＣコードについてもっ

と詳しく知りたいという意欲的な声も聞かれました。

農業改良普及課は、今後も関係機関と連携し、勉強会で情報提供

を行うなど、シシトウ農家の生産力向上を支援します。

早めの防除を徹底しよう！～フルーツトマト部会現地検討会～

生産者同士で意見交換

９月12日、ＪＡ高知県香美地区フルーツトマト部会が現地検討会

を開催し、生産者10名が参加しました。

農業改良普及課からは、今年高知県に侵入が確認されたトマトキ

バガと熱中症予防への注意喚起、コナジラミ類防除対策のための黄

色粘着シートの活用について説明しました。

現地巡回の際、生産者からは「トマトキバガの農薬は何が良いだ

ろうか」「下葉を除けたりかん水量を増やしてはどうか」などの意

見が出されました。

農業改良普及課は、今後も関係機関と連携し、フルーツトマトの

生産安定に向けて支援します。



物部ユズ基盤整備事業説明会～園地の将来を考える～

園地を確認する参加者

８月31日、ＪＡ高知県香美地区物部支所で、物部ユズ基盤整備事

業説明会が開催され、生産者及び関係機関22名が参加しました。

農業改良普及課は、基盤整備課との調整、生産部会や関係機関へ

の周知など開催に向けて支援しました。

当日は説明会にあわせ、基盤整備の意向がある園地を確認し、生

産者と関係機関で実際に基盤整備へのイメージを共有しました。説

明会では、事業内容について農業基盤課から説明があり、生産者か

らは「産地で将来を考えた計画を立てたい」「自分も基盤整備して

ほしい園地がある」といった声が聞かれました。

農業改良普及課は、今回の説明会を契機に、産地内の条件不利農

地が少しでも改善されるよう支援していきます。

ＳＮＳで情報発信～中央東地区農村女性リーダー（そよかぜの会）学習会～

モニターを使って
「投稿の仕方」を説明

８月 31 日、中央東農業振興センター会議室で「ＳＮＳ学習会」を

開催し、管内の農村女性リーダー14 名が参加しました。

日頃から、インスタグラムを使用する農村女性リーダー３名が講

師となり、アプリの取得方法からアカウント設定、投稿までを学習

しました。

農業改良普及課は、講師の決定や日程調整、当日の会場でのモニ

ター設定や操作等、学習会が円滑にできるよう支援しました。

学習会では、農村女性リーダー同士で教え合ったり、自分がフォ

ローしている人を見せ合うなど楽しく学習し、最後に、全員で当日

の「学習会の内容」等を投稿して終了しました。

農業改良普及課は、今後も関係機関と連携し、女性リーダーの計

画活動を支援していきます。

トルコギキョウ栽培の技術力向上に向けて～チェックリストによる確認～

チェックリストで確認中！

８～９月に、後継者や若手農家の技術力向上を目指し、トルコギ

キョウ農家６名を対象に、各生産ほ場で面談を行いました。

農業改良普及課は、栽培管理や収穫、経営等の幅広い内容を記載

したチェックリストを作成し、農家自身に技術等の習熟度を自己評

価してもらうとともに、レベルアップのための目標を話し合い、設

定しました。

農家からは「できていないことが再確認できた。次の面談時に少

しでもできていることを増やしていきたい」との声が聞かれました。

農業改良普及課は、今後も関係機関と連携し、農家の目標達成に

向けて栽培管理等の改善に向けた指導を行います。




